
 

諏 訪 の 子 
 

できることを工夫して行う諏訪小の活動 
校長 二瓶 昭夫 

◆挨拶は一生の宝 

冬がすぐそこまで近づいてきました。毎朝児童は、手袋や温かい上着を身に付け、地域の方に

見守られながら元気に登校しています。校門前で私に「おはようございます」と明るく挨拶をした

後、校門に入ってからも友達に「〇〇さん、おはよう！」と名前を呼んであらためてさわやかな挨

拶をしている児童もいます。私が「えらいね。いつからそうやって挨拶しているの？」と聞くと「２学

期からです。おうちの人がこうするといいよと言っていたんです。」と教えてくれました。私はとても

嬉しくなりました。挨拶の習慣はその人にとって一生の宝になります。ご家庭でそのような会話が

あることやそれを実践してくれる児童に大きな感動を覚え、全校朝会で紹介させてもらいました。

この輪が広がり、全校児童が一生の宝を得られたらとても素敵なことだと感じています。 

 

◆仲間づくり活動を通して深める 

１１月５日、国立妙高青少年自然の家の村松さんが来校され、全校児童に仲間づくり活動を

行いました。昨年度に続き今年度も全校児童が縦割り班に分かれて、村松さんから出された課

題に挑戦します。どの班もよく話し合って目標を決め、ルールを守り、動きを合わせながら課題を

クリアーする中で、お互いの親睦をより深めました。 

 

◆修学旅行で体験から学ぶ 

１１月１１日、１２日の１泊２日で十日町市、津南町、塩沢町方面へ５・６年生が修学旅行に行

ってきました。「ちんころ作り」「縄文文化見学と鹿の角アクセサリー作り」「清津峡見学」「塩沢

つむぎ機織り体験」「牧之通り散策」等の体験学習を行いました。何よりも児童は宿泊したホテ

ル「ベルナティオ」の対応のすばらしさとおいしい食事に感動していました。身近な地域の魅力を

再発見したり、社会で働く人たちと交流し、様々な生き方を学んだりすることができました。 
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１０月２３日（土）に文化祭が行われました。たくさんの保

護者や地域の皆様に来校していただき、子どもたちも、楽

しく、思い出に残る一日を過ごすことができました。あり

がとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１(水) 発育測定（低学年） 個別懇談会２日目 

２(木) 発育測定（中学年） 個別懇談会３日目 

３(金) 発育測定（高学年） 岩島学校訪問カウンセラー来校 

８(水) 通学班集会 委員会活動 

９(木) 健康アップデー  

１６(木) １・２年親子活動 

２４(金) ２学期終業式 給食最終日 

２５(土) 冬季休業（～１月 6 日） 

 

１２月の予定 

創立 120 周年諏訪小学校文化祭は、1 年

生４人の「はじめのことば」で開催しま

した。少し緊張しながらも、大きな声で

堂々と発表することができました。 

1・2 年生は、春から畑で夏野菜を育てた

活動を劇やクイズを交えながら紹介しま

した。 

５・６年生は、創立 120 周年を迎えた諏訪小学校について調べたことをまとめまし

た。みんなで調べたことを持ち寄り、iPad を活用して画像や動画の編集をし、紹介

しました。 

文化祭 
3・4 年生は、自分たちの住んでいる

諏訪地区のよさについて、見たり聞

いたりしたことを紹介しました。 

地域の皆さんから、

たくさんの拍手をい

ただきました。 

３～6 年生は、音楽で学習した「Believe」を合奏しました。 

最後に全校で「諏訪っ家」を歌いました。 

         


